(別添様式１)
平成24年度予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医務費
	事業名:医療安全対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　健康福祉部 医療整備課　医事担当　電話番号：058-272-1111（内線2528）
　　　　　 　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　　要求額：1,476千円（前年度予算額：1,476千円）

	要求内容


	１　要求の内容


○医療事故等防止対策研修会の開催
    　＜対象者＞　病院・診療所の管理者（管理職クラス）など
      ＜開催回数＞        ８回
        内訳：病院向け２回、診療所向け５回、
　　　　　　　医療安全対策担当者向け１回
　　　　＊県病院協会、県医師会へ委託
　    ＜研修内容＞
        医療事故・院内感染の発生原因の検証、同種事故例の再発防止対策を中心に、
医療の安全性に対する認識と理解を一層深めさせ、業務の再点検、医療事故等の
防止体制の整備など積極的に安全管理体制の整備を促す。
○医療安全支援センター運営事業
　医療法第６条の１１に基づき、県が、医療安全情報の提供や研修の実施を行う「医療安全支援センター」を設置する。
　・患者や家族からの医療に関する相談窓口を設けて相談・苦情等を受け付け、医療を
受ける側、供給する側の調整等を行う。
・相談事例等の取りまとめ、各医療機関等への情報提供及びフィードバックを実施
・医療安全推進協議会（国の運営指針に基づき設置）　
　委員８名で構成（学識経験者、医療を提供する側、医療を受ける側）
　医療安全支援センターの運営方針、個別相談事例のうち、重要な事例に係る指導・助
言や協議等

	２　所要経費


　医療安全対策事業費　1,476千円

・医療事故等防止対策研修会の開催　　　820千円
・医療安全支援センター運営事業　　　  656千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
２ 地域医療の体制と医師・看護職員を確保する

・県民がいつでも、どこでも、安心して医療が受けられるような地域の医療提供体制を目指す。
	２　これまでの取組状況


医療機関での医療事故を未然に防止するために
・医療に関する患者の苦情や相談等に迅速に対応し、患者等と医療機関との信頼関係の構築を支援する体制を整備
・医療安全推進協議会を開催
・医療安全相談窓口担当者の手引きの作成
・医療事故等防止対策研修会の開催
を行った。
	３　これまでの取組に対する評価


医療に対する患者の苦情や相談等に迅速に対応し、患者等と医療機関との信頼関係の構築を支援することに努めている。また、病院や医療機関の窓口で患者等からの医療相談に対応する担当者を対象に研修会を開催し、相談対応のための知識の習得やスキルアップを図ることができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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